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平成１８年１２月期中間（連結･単独）業績予想との差異及び 

通期（連結･単独）業績予想の修正、並びに特別損失の発生に 

関するお知らせ 
 

 

 平成１８年１２月期（平成１８年１月１日～平成１８年１２月３１日）の業績予想について、

平成１８年２月２７日付当社「平成１７年１２月期決算短信（連結）」及び同日付当社「平成 

１７年１２月期個別財務諸表の概要」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正し、 
並びに特別損失の発生をお知らせします。 
 
 
１．平成１８年１２月期連結業績予想の修正等 

(1) 中間期（平成１８年１月１日～平成１８年６月３０日） 
                               （単位：百万円） 

 売 上 高      経 常 利 益      中 間純利益 
前 回 予 想       （Ａ） ５,０００  △１１５ △１３０  
今 回 修 正       （Ｂ） ４,９２０ △１４５ △１５０  
増 減 額     （Ｂ－Ａ） △８０ △３０ △２０  

増 減 率      △１.６％ ― ― 
 
(2) 通 期（平成１８年１月１日～平成１８年１２月３１日） 
                               （単位：百万円） 

 売 上 高      経 常 利 益      当 期 純 利益       
前 回 予 想       （Ａ） １３,５００  １３５  ２０  
今 回 修 正       （Ｂ） １３,３００ ７０ △１００  
増 減 額     （Ｂ－Ａ） △２００ △６５ △１２０  

増 減 率      △１.５％ △４８.１％ ― 
 
(3) 修正理由 
 ① 中間期の売上高は計画を若干下廻る４９億２０百万円となる見込みですが、損益面で 

は建設工事での天候が原因の工期短縮によるコストアップ等によって、経常利益は計画 
を３０百万円下廻る△１億４５百万円に、中間純利益も上記理由を受けて計画を２０百 
万円下廻る△１億５０百万円となる見込みです。 

② 通期の売上高も計画を若干下廻る１３３億円となる見込みですが、損益面では中間期 
でのコストアップの影響と下半期に予定していた都市型タラソテラピー施設の開設時期 
遅延による収益額減少により、経常利益７０百万円、当期純利益△１億円となる見込み 
です。 



 
(4) ご参考：前期の連結実績（平成１７年１月１日～平成１７年１２月３１日） 
                               （単位：百万円） 

 売 上 高      経 常 利 益      当 期 純 利益       
中間期(1/1～6/30) ５,１０２ △２６８ △８８３ 
通 期(1/1～12/31) １０,８０８ △２８７ △９４８ 

 
 
 

２．平成１８年１２月期単独業績予想の修正等 
(1) 中間期（平成１８年１月１日～平成１８年６月３０日） 
                               （単位：百万円） 

 売 上 高      経 常 利 益      中 間純利益 
前 回 予 想       （Ａ） ２,５００  △２５ △１００  
今 回 修 正       （Ｂ） ２,５４０ ２５ △９０  
増 減 額     （Ｂ－Ａ） ４０ ５０ １０  

増 減 率      １.６％ ― ― 
 
(2) 通 期（平成１８年１月１日～平成１８年１２月３１日） 
                               （単位：百万円） 

 売 上 高      経 常 利 益      当 期 純 利益       
前 回 予 想       （Ａ） ７,１００ ２４０  ４０  
今 回 修 正       （Ｂ） ７,２００ ３００ △５０  
増 減 額     （Ｂ－Ａ） １００ ６０ △９０  

増 減 率      １.４％ ２５.０％ ― 
 
(3) 修正理由 
 ① 中間期の売上高は計画通り２５億円を確保できる見込みであり、経常利益は一部受注 

単価の引き上げ効果と有価証券売却益の増加により、計画を５０百万円上廻ってマイナ 
スから２５百万円のプラスに、中間純利益は上記理由を受けて計画から１０百万円マイ 
ナス圧縮の△９０百万円となる見込みです。 

② 通期の売上高は７２億円と概ね計画通りに推移する見込みであり、経常利益も中間期 
での受注単価引き上げ効果等を受けて当初計画を上廻る３億円となる見込みですが、当 
期純利益は子会社の損失引当負担が増えて△５０百万円となる見込みです。 
 

  
(4) ご参考：前期の実績（平成１７年１月１日～平成１７年１２月３１日） 
                               （単位：百万円） 

 売 上 高      経 常 利 益      当 期 純 利益       
中間期(1/1～6/30) ３,９６２ △８７ △８２０ 
通 期(1/1～12/31) ６,８５３ １５ △９２７ 

 
 
３．特別損失の発生 
 

 平成１８年１２月期中間期において、連結子会社に対する貸付金にかかる１億１１百万 
  円の引当負担が特別損失として発生する見込みです。 
   なお、当引当負担の連結業績への影響はありません。 
 
                                      以 上 


